吉田兼倶と天台本覚思想 by 辻本 臣哉









Yoshida Kanetomo and Tendai Hongaku Philosophy
TSUJIMOTO Shinya
Key words
Yoshida Kanetomo/ Yoshida Shinto/ Tendai Hongaku philosophy
Summary 
This paper discusses the relationship between Yoshida Kanetomo and Tendai 
Hongaku philosophy by comparing the literary works of Yoshida Kanetomo with 
the Tendai Hongaku philosophical literature. According to Yoshida Kanetomo, 
the universe includes god, all of creation possess a spirit, and human beings have 
minds. These thoughts are related to the “Immanent Uniform Theory,” which is the 
second level of Tendai Hongaku philosophy as defined by Yoshiro Tamura. Immanent 
Uniform Theory insists that a potential Buddha exists even in ordinary people. 
However, Yoshida Kanetomo takes Immanent Uniform Theory one step further. 
He claims that gods in all of creation are connected to each other; all creation is 
connected through god; and all phenomena, good or bad, are the incarnation of god. 
Here, Kanetomo arrives at “Incarnation Uniform Theory” and “Explicit Uniform 
Theory,” which are the third and final levels of Tendai Hongaku philosophy, as defined 
by Yoshiro Tamura. Incarnation Uniform Theory claims that the real world and 
normal people are the incarnation of Buddha. Moreover, Explicit Uniform Theory 
points out that the real world is the only “truth;” there is no other. These two theories 
are regarded as “absolute monism.” It is therefore concluded that Yoshida Kanetomo’s 
thinking is strongly related to Tendai Hongaku philosophy. 
This paper also explores how Tendai Hongaku philosophy affected Yoshida 
Kanetomo. During his era, the belief that all created things have god and Buddha 
inside them was shared by the intellectual elites. Immanent Uniform Theory was 
accepted by many people of the intellectual class. However, Yoshida Kanetomo 
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arrived at Incarnation Uniform Theory and Explicit Uniform Theory, which are 
categorized as higher levels in Tendai Hongaku philosophy than Immanent Uniform 
Theory. These ideas, therefore, might have originated from his own intellect, 
rather than the influence of other people. Accordingly, he was able to accept all 
phenomena as the incarnation of the divine and the truth.
However, many issues are left unresolved. Firstly, the definition of Tendai 
Hongaku philosophy used in this paper depends on Yoshiro Tamura. Therefore, 
verification of this paper’s arguments is limited by his discussion. Secondly, this 
research approach only relies on a comparison between the literary works of 
Yoshida Kanetomo and the Tendai Hongaku philosophical literature, so it does 
not take ideological dimensions into consideration. Therefore, a comparison at 
the ideological level remains an issue for future discussion.
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に中納言藤原山蔭（八二四─八八八）により、京の都の鎮守神として、大和春日神社の祭神を吉田山に勧請し創建された。春日神社は、藤原氏の氏神である。吉田神社 祭神は、春日神社と同じ、健御賀豆知命（第一殿） 、伊波比主命（第二殿） 、天之子 根命（第三殿） 、比売 （第四殿）の四座である。設立の背景からも、藤原氏（山蔭家）の京都の氏神としての性格が強かった。ただし、藤原山蔭の血を引く、一条天皇の行幸を仰ぐことになり その権威は大いに高まった。そして、山蔭家の氏 から、藤原氏一門の氏神に昇格するとともに、朝廷からの尊敬を集めるようになった。
九八七年、卜部兼延が、祠官に任ぜられると、その後卜部氏が世襲した。鎌倉時代以降、一族から多くの学
















点は、吉田邸内にあったとされる斎場所である。応仁 乱以前から、将軍足利義政・日野富子夫妻と関係が築かれていた 、一四七〇年以降将軍の命を受けこの斎場所で儀式が行われている。さら 、一四七三年に斎場所に関する勅裁を得た 同時 兼倶は 『中臣祓』や『日本書記』神代巻の注釈に積極的に取り組み、吉田神道を構築していく。そして、応仁の乱が収束していく一四七七年頃から、兼倶は、これらの講義を本格化させていく。ただ 、兼倶は、これら 吉田神道 構築に際し、経典や文 に偽作や偽書を多用し、系図の改竄まで行っている。
一四七九年、兼倶は、その拠点を洛内の吉田邸から、吉田神社のある吉田山に移したとされる。そして、一
四八四年、日野富子の援助を受けて吉田山頂に大元宮斎場所を建立する。ここで、太元神として 国常立尊を中心に日本中の神々が祀られた。さらに、一四八九年、兼倶は、伊勢外宮正殿の炎上により不明となった伊勢大神宮の御神体が、大元宮斎場所に降臨したと主張するとともに、朝廷にその調査を願い出た（永徳の密奏事件） 。結局、朝廷のお墨付きをもらい、ここ 吉田神道は確固たる地位を築くことになる。
岡田荘司氏は、兼倶の活動を前半と後半に分けている。前半期では、吉田神道の構築を行い、公家・武家社




























上した『神道大意』 、同名で祖先卜部兼直に仮託した『神道大意』 、 『日本書紀』神代巻の注釈書『日本書紀神代巻抄』 、吉田神道教理の十八神道を論じた『十八神道源起抄』 、 『中臣祓』注釈書『中臣祓抄』などがある。まず、ここでは、主著である『唯一 名法要集』を中心に吉田兼倶の思想について見てみる。『唯一神道名法要集』では、神道を本迹縁起神道、両部習合神道、元本宗源神道の分け、元本宗源神道が吉田神道となる。すなわち、吉田神道は、天照大神が天児屋根命に授けたとされ それが子孫の卜部氏に相承されたとする。その根拠として 天児屋根命の神宣を北斗七元星宿真君が漢文に移して教とした、 『天元神変神妙経』 、 『地元神通神妙経』 『人元神力神妙経』 （三部神経）を挙げる。こ らは、隠幽教と呼ばれ、 『古事記』 、


















































のではなく、二人の考えが一致したため、引用されたと考える方が妥当である。後述するが 兼倶は、一条兼良よりもより高次な天台本覚思想に至る。そのため、兼良から 一 向の影響ではなく、両者に天台本覚思想的な思想があったと考えることができる。
─ 90 ─
五吉田神道と天台本覚思想との関係天台本覚思想と神道の関係を見る先行研究はあるものの、吉田神道・吉田兼倶に関するものは意外と少ない。




















































































































































































































































































































































































































































































に神があり、万物に霊があり、人に心があり、この心が神とみなされる。すなわち、神は、天地、万物、人に内在することになる。こうした思想は、内在的相即論と極めて類似してい しかし、兼倶 さらに一歩進める。万物に内在する神は、それぞれがつながっている。すなわち、神を通じて万物はつながっており、森羅万象は神によって生み出されていることになる。森羅万象がこの神の働きによって成り立つ。したがって、あらゆる現象は、良い も悪いことも含めて 神 よ ものであり、言い換えれば、現象そのものが の顕現化したものであり それを真理として捉えられ いる。ここに至って、兼倶は顕現的相即論や顕在的相即論といった、絶対的一元論に近づき、極めて現実肯定の と した って、吉田兼倶および吉田神道は 天台本覚思想と極めて親和性が高いと結論付けられ 。
残された課題も多い。まず、本稿における天台本覚思想の定義は、田村芳朗氏に依拠している。そのため、






































































32）吉田兼倶『唯一神道名法要集 中世 論日本思想体系』岩波書店、一九七七年、二 〇頁。
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 神道を考える） 』 、二〇一七年、一二八頁。
（武蔵野大学大学院博士後期課程）
